
学校番号 1011 

平成 31 年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 地理Ａ （東京書籍） 

副教材等 新詳高等地図 （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地図などさまざまな資料に触れることで地理を学ぶことの面白さに気づく 

・作業等を通じて地理歴史科への「暗記科目」というイメージを払拭し、普段から地域や世界の文化

に触れて興味関心を持つ態度を育てる 

２ 学習の到達目標 

・地図や資料などから疑問を持ち、考える力を育む 

・現在の各地域や世界の文化は過去の歴史などを元に誕生しているということの理解を深める 

・世界の文化を学び、それを元に考えることで国際人としての資質を養う 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の言語・宗教・

文化などに対し興

味・関心を持ち、主

体的かつ積極的に学

ぼうとする姿勢が見

られる。 

世界の諸文化・地形・

気候などを学ぶ中で生

じた疑問点を解消する

ため、自分なりに考え

を持ち、それを文章に

まとめて表現すること

ができる。 

地図や資料などから

必要な情報を読み取

り、そこからさらに

他の資料などを活用

して理解を深めてい

く事ができる。 

地球の自然環境や人

間生活について基礎

的な知識を学んだ上

で、それぞれの事象

に歴史的なつながり

があることなども理

解する。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

    

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※レポートは主題学習の際に各自のテーマに応じて作成する 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る
世
界 

・地球儀と世界地

図からとらえる

地球 

 

・日本の位置と領

域 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:さまざまな地図にふれながらこれから学

ぶ地球・世界について興味・関心を持て

ている 

b:領土問題など現代世界が抱える諸問題に

ついて自分の意見を持てている  

c:地球儀や地図を必要に応じて使い分ける

能力を身に着けている  

d:基本的な世界のかたちや国の位置などを

理解している  

定期考査 

ワークシー

ト 

世
界
的
視
野
か
ら
見
た
自
然
環
境
と
文
化 

・生活の舞台とし

ての地形 

 

・生活の舞台とし

ての気候 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:地形や気候が現代世界に及ぼす影響につ

いて興味・関心を持てている 

b:気候による自然災害などに関する自分の

意見を持てている 

c:地図や写真から世界の地形の特色や各気

候区の特徴的な家屋・農産物などに対す

るイメージを持てている 

 d:世界の大地形・小地形の基本的名称を学

び、各地域の人々の暮らしに気候が大き

く関わっているということについて理解

を深めることができている  

定期考査 

ワークシー

ト 

２
学
期 

諸
地
域
の
生
活
・
文
化
と
環
境 

・東アジアの生

活・文化と環境 

 

・北アメリカの生

活・文化と環境 

 

・ヨーロッパの生

活・文化と環境 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ ○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:世界の諸地域の文化について最新の事情

や流行も踏まえて興味・関心を持ててい

る  

b:日本も含めた東アジアの動向について、

最新の事情などを踏まえて自分の考えを

持てている 

c:写真や映像などを用いて衣・食・住など

世界各地域の暮らしについて理解を深め

ることができている 

d: 各地域の生活が地形や気候、歴史などに

基づいて生まれているということについ

て理解を深めることができている 

定期考査 

ワークシー

ト 

３
学
期 

地
形
図
か
ら
読
み
取
る
身
近
な
地
域 

・地形図に関する

基礎知識 

 

・断面図の描き方 

 

・尾根線・谷線の

描き方 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

a:身近な地域の地形図を用い、作図という

作業を行なうことで地図に関する興味・

関心を持てている  

b:地形図に描かれているさまざまな情報を

元に平面の地図から立体像をイメージす

ることができている  

c:地形図の中から必要な情報を読み取るこ

とができている 

d:地図記号や等高線の読み方など地形図に

関する基本的な知識を学べている  

定期考査 

ワークシー

ト 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

主
題
学
習
（
テ
ー
マ
別
） 

・課題の設定 

・調査方法 

・資料収集 

・成果報告 

 ○  

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:現代世界の諸課題の中から興味を持つ内

容を選び、それについてより深いテーマ

を設定し調べようとしている  

b:設定したテーマについて独自の観点から

研究を深め、自分なりの答えを出せてい

る  

c:研究テーマに関するさまざまな資料を探

し出し、必要なものを選び出すことがで

きる 

d:研究を通して授業内では学ぶことのでき

ない知識を身につけることができている 

定期考査 

レポート 

ワークシー

ト 


